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1 は じ め に

鶏卵は健康指向,高品質指向等の新しい消費者ニーズが

生じており,こ れらに対応する市場性の高い鶏卵の開発が

重要となっている。

エゴマ種子の脂肪酸組成はα―リノレン酸を約60%含む

特長あるものである。そこで,あすなろ卵鶏 (青森県産青

色卵鶏)へのエゴマ種子の給与が,産卵性,体重,卵黄脂
肪酸などに及ぼす影響を調査したので報告する。

2試 験 方 法

供試鶏は当場産あすなろ卵鶏42羽である。試験 1区は基

礎飼料にエゴマ種子 5%混入給与,試験 2区は25%混入
給与,試験 3区はエゴマ無混入の3区分を設定 した。各試験

区は2反復とし各反復に供試鶏 7羽を無作為に割り付けた。

試験期間は1991年■月28日 ～1992年 3月 25日 (17週間)

で全区基礎飼料のみ給与の試験前期間 2週間 (204～217日

齢),エ ゴマ混入給与の試験中期間11週間 (218～294日齢).

再び全区基礎飼料のみ給与の試験後期間 4週間 (295～322

日齢)か らなる。基礎飼料のCPは 160%,MEは 2,800kc
a1/kg,エ ゴマ種子 5%混入飼料のCPは 161%,MEは
2,932kca1/kg(計算値),エ ゴマ25%混入飼料はCP16 0
%,MEは2,866kca1/kg(計算値)であった。卵黄色は
ロシュ社製カラーファンで測定した。貯卵 3か月後の内部

卵質は性状臭気を肉眼嗅覚により調査した。月旨肪酸分析は

エゴマ給与開始 8週間目 (280日 齢)の卵黄 ,さ さみ,腹
腔内脂肪,給与飼料及びエゴマについてガスクロマトグラ

フで行った。分析は青森県環境保健センターに依頼した。

3 試験結果及び考察

産卵率,生存率,卵重及び卵殻破壊強度はそれぞれ表 1,

表 2,表 3及び表 4に示した。また,卵黄色はカラーファ
ンを表 5に示した。

これらの形質ではおおむね試験前,試験中,試験後の期

別平均値及び区別平均値に有意差が見られず,エ ゴマ給与

による影響はみられなかった。また,貯卵 3か月後の卵自,

卵黄性状は各区とも異常が認められなかった。

体重は表 6に示した。試験中の増体重に区間差力現 られ,

5%区が25%区及び無混入区に比較し有意に大きかった。

表 1 生存鶏の産卵率 1)

1)縦列異符号間に5%水準で有意差あり

表 2 生存率"

表 3 卵重及び増卵重 1' (g)

縦列異符号間に5%水準で有意差あり
試験前 :1991年 12月 10日 (216日齢)前後 3日 間測定
試験中 :1992年 2月 9日 (227日齢)  ″
試験後 :1992年 3月 3日 (300日齢)  ″

表4 卵殻破壊強度 1)

縦列異符号間に5%水準で有意差あり
測定日は卵重と同じ

区分
期別産卵率 産卵率の変化

試験前lA 試験後lC B― A C― B
1

2

3

973`

964'

949'

939'

898`

908・

886・

860`

843'

-37・

-70`
-42・

-53・

-39`
-65・

に5%水準で有意差あり

区分
卵 重2) 増卵重

試験前lA 試験中03 B― A C― B
1

2

3

56 1'

535・

580・

605`

560b

596'

627・

587・

620・

43・

25b

36・ b

22・

27・

24・

区 分
期 別" 変化量

B― A試験前lAl 試験中0
1

2

3

390・

413・

395`

3 72'

413'

377'

-019'

-000・

-018'
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区 分
期 月1" 変化量

B― A試験前lAl 試験中0
1

2

3

9`

9・

9`

9・

9・

9`

0'

0'

0・

表5 卵黄色 (カ ラーフアン)リ

カラーフアン :Roche Yolk COlor Fan(1989)に
よる.縦列異符号間に5%水準で有意差あり
測定日は卵重と同じ

表6 体重及び増体重 1)

区分
体 重 1) 増体重

試験前lA 試験中0 試験後0 B― A C― B
1

2

3

1,778・

1,757・

1,861`

1,904'

1,818・

1.883・

1,922'

1,850'

1,912・

126'

62b

22b

19・

34`

37・

1)縦列異符号間に5%水準で有意差あり
2)試験前 :1991年 12月 H日 (217日齢)測定
試験中 :1992年 2月 10日 (278日齢)″
試験後 :1992年 3月 3日 (300日齢)″

25%区の増体重も無混入区に比較し大きい傾向があった。
これはエゴマ混人によって給与飼料の代謝エネルギーが無

混入区に比べて高くなったことによるものであろう。各区

に同一の基礎飼料を給与した試験後の増体重は区間に有意

差がなかった。

エゴマ1008中のα―リノレン酸量は1952g,全 脂肪酸
の601%を占めた。 5%区 ,25%区及び無混入区の飼料
100g中のα―リノレン酸量はそれぞれ137g,091g及
び018gで ,不飽和脂肪酸のω3/ω 6比はそれぞれ070,
052及び014であった。

卵黄の脂肪酸量は表 7に示した。 5%区 ,25%区及び
無混入区について,卵黄1008中のα―リノレン酸量はそれ

ぞれ1188,064g及 び0308で ,ω 3/ω 6比はそれぞ
れ052,033及 び020で あった。また,さ さみ100g中のα―

リノレン酸はそれぞれ005g,002g及び痕跡で,ω 3/
ω6比はそれぞれ053,032及 び021と 卵黄とはぼ同じ値

であった。腹腔内脂肪1008中のα―リノレン酸はそれぞ

れ1108g,652g及 び162gで ,ω 3/ω 6比はそれぞれ
070,036及 びЭHと給与飼料のω3/ω 6比にはぼ近い

値を示した。

以上の結果から配合飼料へのエゴマ種子 5%な いし25

%混入給与は産卵性,生存性,卵質に悪影響を及ぼすこと

なく,卵黄,さ さみ及び腹腔内脂肪のω3/ω 6比を変化さ

せ,α ―リノレン酸を高めるのに有効であることがわかった。

4ま と め

特産卵生産鶏に対してエゴマ種子の給与が産卵性,体重

及び卵黄脂肪酸などに及ぼす影響を調査した。供試鶏は当

場産あすなろ卵鶏 (県産青色卵鶏)42羽で,5%区 は基礎
飼料 (CP16 0%,ME2,800kca1/kg)に エゴマ種子 5%
混入給与,25%区 は同25%混入給与,それとエゴマ無混
入区を設定した。結果の概要は次のとおりである。

① 産卵率,生存率,卵重.卵殻破壊強度及び卵黄色では
エゴマ給与による影響はみられなかった。

② 5%区は試験期間中,25%区及び無混入区に比較 し
有意に大きい増体重を示した。

③ 各区とも貯卵3カ 月後の卵自,卵黄性状は異常が認め
られなかった。

④ 卵黄,さ さみ及び腹腔内脂肪における不飽和脂肪酸の
ω3/ω 6比はエゴマ混入による飼料のω3/ω 6比の変
化に伴って変化した。

⑤ 卵黄100g中のα―リノレン酸は5%区 118g,25%
区064g,無混入区0308,さ さみlllll g中 のα―リノレン

酸は5%区005g,25%区 002g,無混入区は痕跡,腹腔
内脂肪llXl g中のα―リノレン酸は 5%区11088.25%
区652g,無混入区162gで あった。
以上の結果から配合飼料へのエゴマ種子 5%な いし25
%混入給与は産卵性,生存性,卵質に悪影響を及ぼすこと
なく,卵黄,さ さみ及び腹腔内脂肪のω3/ω 6比を変化
させ,α ―リノレン酸を高めるのに有効であることがわかっ

た。

表7 卵黄の脂肪酸量
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